
Nittoグループでは、次のようなプロセスを経て重要課題を特定しています。
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重要課題

ブランドマーク…
刷新

グローバル市場でさらに成長するためには、当社が提供する製品やサービスを、世界各地のお客様をはじめ

とするステークホルダーに幅広く知っていただくことが重要です。

そこでブランド強化の一環として、「日東電工」の呼称を「Nitto」とし、ブランドマークを現在の「ロゴと社名

の組合せ」から「Nitto」を印象づけるマークに刷新しました。 

Nittoグループおよびステークホ
ルダー双方の視点から、重要課題
を抽出します。（右図参照）

GRIガイドラインなどを参考に、
CSR委員会で掲載する重要課題
を決定します。

重要な経営課題は、経営会議体に
おいて審議の上、中期経営計画な
どに盛り込みます。

各部門会議、委員会で絞り込んだ
専門分野の重要課題は、予算審議
会で承認を得てそれぞれの方針
や活動計画に反映されます。
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行政機関

「日東電工」を「Nitto」と呼び、
新たなブランドマークに変更しました。

今後は「日東電工」を「Nitto」と呼びます

Nittoグループのブランド力を
世界各地で高めていきます。

Nittoブルーを基調に、赤をアクセントに躍動感を表現 Denko（電工）に拘らず、新たな事業領域への展開を
強く印象付けるためブランドマークを刷新し力強くアピールします。

ブランドのあるべき姿（コンセプト）
●呼びやすく、お客様に覚えてもらいやすいこと
●どの国のお客様からも同じように呼んでいただけること


